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伊能図完成200年記念事業
「伊能図完成200年記念の集い」開催

伊能図完成200年記念事業推進協議会
副会長・事務局長　　堀野　正勝

1　はじめに

今年、令和3（2021）年は、伊能図（大日本沿海輿
地全図）が文政4年7月10日（西暦1821年8月7日）、
幕府に上呈されてから、丁度200年目にあたります。
そのことを記念し、伊能忠敬の業績を顕彰するた
め、伊能図完成200年記念事業推進協議会（以下「推
進協議会」という。）を組織し、各種の記念事業を計
画、関連行事を推進してまいりました。
行事の主催は、地図や測量の関係8団体（＊）で構
成された推進協議会で、日本土地家屋調査士会連合
会様にも、その趣旨に賛同いただき、構成団体とし
て参加いただきました。この他、共催団体として富
岡八幡宮、（公財）江東区文化コミュニティ財団、令
和の伊能大図をつくる会が参加し、国土地理院、江
東区、香取市に後援を頂きました。
行事の内容を以下に紹介します。

2　伊能銅像建立20周年記念式典

令和2（2020）年10月17日（土）に富岡八幡宮本殿
で、銅像建立20年の報告と伊能忠敬翁の顕彰参拝、
続いて記念式典が、銅像前で関係団体により執り行
われました。星埜推進協議会会長及び丸山八幡宮宮
司の主催者挨拶に引き続き伊能家七代目・伊能洋様
並びに銅像製作者・酒井道久様のご祝辞をいただき
ました。式典後には、タイムカプセル封入品の全容
が、関係者にお披露目されました。
記念式典参加者は、関係者を中心に35名余でした。

3　伊能図完成200年記念の集い

伊能図完成200年記念の集いは、令和3（2021）年
4月16日（金）～ 4月18日（日）の3日間にわたり、
伊能忠敬の全国測量の拠点となった隠宅が東京都江
東区内にあったことに因んで、江東区文化センター
を会場に開催されました。

1）伊能図完成200年記念式典
記念の集い2日目の4月17日（土）の午後2時から

「伊能図完成200年記念式典」が建物3階のレクホー
ルで行われ、来賓、関係団体の代表等80名ほどが
参加しました。日本土地家屋調査士会連合会からは、
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「伊能図完成200年記念式典」の主催者挨拶の模様

『大日本沿海輿地全図』は、江戸時代後期の測量家伊能忠敬が中心となって寛政12年（1800年）

から足掛け17年にわたる測量により作製された日本全土の地図です。

一般には「伊能図」と称され、大図 （3万6千分の1）214枚、中図（21万6千分の1）8枚、小図

（43万2千分の1）3枚で構成され、文政4年（1821年）に完成し、幕府に上呈されました。

伊能図は江戸時代に作製された地図ですが、明治維新後も近代測量による地図が整備されるま

で、国家の地図の作成に伊能図が利用されました。

令和3年（2021年）は、伊能図の完成から200年目にあたることから、伊能忠敬の業績を顕彰す

るとともに、これから先も日本の近代化を支えた各地に残る伊能図を末永く守り伝えるため、伊

能忠敬が測量の起点にした江東区において、「伊能図完成200年の集い」を開催します。

日 時 2021年４月16日（金）～４月18日（日）

会 場 江東区文化センター

伊能図完成200年記念式典  於：レクホール (３階)

日 時 2021年 4月 17日（土） 14:00～15:00

参加費 4,500円（落語会参加費を含む）※関係団体により実施

記念落語会（一般参加：定員 350人）  於：ホール

日 時 2021年 4月 17日（土） 17:00 ～19:00

立川志の輔 「伊能忠敬物語 -大河への道-」
参加費 4,000円 チケット発売日時：2021年 2月 10日(水) 午前 10時以降

          ＊購入窓口：江東区文化センター TEL 03-3644-8111

インターネット予約 https://www.kcf.or.jp/yoyaku/ticket/

記念講演会（一般参加）  於：ホール

日 時 2021年 4月 18日（日） 13:30 ～15:00  ＊入場無料（定員 250人）
「伊能忠敬測量の日本地図を読む－200年前の日本の姿－」

星埜由尚（伊能忠敬研究会特別顧問、元国土地理院長）

伊能図フェスティバル（一般参加）於：展示室、展示＆談話ロビー、中庭
日 時 2021年 4月 16日（金）～4月 18日（日）10:00～17:00

伊能図と伊能忠敬の測量機器の展示、伊能忠敬の測量体験、地図のミウラ折りに挑戦

※ 入場無料   3D 測量成果による「バーチャル富岡八幡宮」への参拝体験

主 催：伊能図完成 200年記念事業推進協議会
構成団体：日本土地家屋調査士会連合会 公益財団法人日本測量調査技術協会 一般財団法人日本地図センター 公益社団法人

日本測量協会 一般社団法人全国測量設計業協会連合会 一般社団法人地図調製技術協会 一般社団法人日本ウオーキング

協会 伊能忠敬研究会

共 催：富岡八幡宮 公益財団法人江東区文化コミュニティ財団 令和の伊能大図をつくる会

後 援：国土交通省国土地理院 江東区 香取市

伊能図完成200年記念の集い

最寄駅：東京メトロ東西線「東陽町駅」

下車 1番出口より徒歩 5分

背景：伊能大図第100号「甲斐・駿河」国立国会図書館蔵

伊能図完成200年記念の集いパンフレット
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國吉会長ほか4名に参加いただきました。
式典は、主催者を代表して星埜推進協議会会長の
挨拶に引き続き、野田勝国土地理院長、山崎孝明江
東区長、宇井成一香取市長、丸山聡一富岡八幡宮宮
司の来賓4名から祝辞が述べられました。
最後に、式のアトラクションとして、地元木場の
木遣保存会「木響会」による木遣りが披露されまし
た。また、参加者には記念の品として、令和の伊能
大図「江戸」と「富士山」の2図が贈られました。

2）記念落語会
「伊能図完成200年記念落語会」は、4月17日（土）
午後5時からホールで開かれました。
落語会は、立川志の輔の独演会で、演題は「伊能
忠敬物語－大河への道－」です。志の輔師匠自身が
伊能図に出会ったところから、自身の体験をもとに、
伊能忠敬の大河ドラマ制作に苦悩するドラマ作家を
描いた1時間40分に及ぶ長編の創作落語です。こ
の噺をもとに映画化も進められているそうです。お
噺では、ドラマの脚本を依頼された作家が伊能図上
呈の場面を見事に描いたが、伊能忠敬のドラマには
ならなかったという「落ち」が待っていました。会場

の聴衆は、気が付けば志の輔落語に引き込まれてい
ました。
会場には500名余りの席がありますが、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、前後左右の席を空
け、入場者数は、定員の半数の250人に制限されま
した。入場時には、検温と消毒をして、チケットも
半券を自らちぎって箱に入れ、会場内でのマスク着
用など、感染防止対策が徹底されました。

記念落語会の会場

3）記念講演会
行事3日目の4月18日（日）午後1時30分から前日
の落語会と同じホールで、星埜由尚氏による記念講
演会が開催されました。会場の新型コロナウイルス
感染防止対策は、前日の記念落語会と同様の措置が
講じられ、参加者数も250人以下に制限されました。
講演の演題は「伊能忠敬測量の日本地図を読む－
200年前の日本の姿－」で、伊能図から読み取れる
200年前の日本の国土について、分かり易く紹介し
ました。

4）伊能図フェスティバル
（1）伊能図と伊能忠敬の測量器具の展示
伊能図は、アメリカ議会図書館の大図のうち、関
東地方の25枚、国土地理院が保有する1/6000の江
戸実測図南北2枚、伊能小図の複製図3枚などのほ
か、新たにコンピュータで再描画した「令和の伊能
大図」4枚（江戸、横浜、小田原、富士山）などです。
このうち、関東地方の大図と江戸実測図は、談話
室ロビーの床に敷き詰められました。特に、江戸実落語会のチラシ
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測図は、地元の深川が詳細に確認できることから、
見学者は地図の上に立って、200年前の地元の風景
を思い描いているようでした。
展示ロビーでは、伊能忠敬の測量で使用された器
具のレプリカが展示されており、見学者は説明パネ
ルを読みながら伊能忠敬の測量方法を確認していま
した。なお、展示ロビーと談話室ロビーの入場者数
は、3日間で700人余となりました。

江戸実測図をのぞき込む参加者

（2）ワークショップ（伊能忠敬の測量体験）
伊能忠敬の測量は、2点間の磁針（彎窠羅針）によ
る方位と距離の測定（間縄、歩測）を繰り返す導線法
で行われました。
この体験コーナーでは、彎窠羅針の代わりにオリ
エンテーリング競技に使われるシルバコンパスを使
い、距離は歩測を使いました。この方式は競技性も
あり、親子連れや、家族で参加する人の姿が、目に
つきました。3日間の参加者は130人余りでした。

（3）ワークショップ（地図のミウラ折りに挑戦）
「ミウラ折り」は、人工衛星の太陽電池パネルや大
型の宇宙アンテナなどに携わった三浦公亮氏の発案
による紙の折り方で、折り畳んだ紙を一瞬で開き、
一瞬で元に戻せるという特徴を持つ「地図の折り方」
の一つです。
使用した地図は、江東区の地理院地図とそこに表
示されている自然災害伝承碑を表裏に印刷し、裏面
に折線を入れた用紙が用意され、だれもが容易に折
れる工夫がされていました。会場は、ホール近くの
展示室で、3日間の参加者は120人ほどでした。

（4）	3D測量による「バーチャル八幡宮」への参拝体験
富岡八幡宮境内の3D点群データによる立体モデ
ルが作成され、参加者は専用のゴーグルを装着する
ことで境内の立体的な景色の中を自由に移動して
バーチャルの参拝を体験していました。会場はミウ
ラ折りと同じ展示室で、3日間の参加者は110名ほ
どでした。

4　おわりに

本事業は、1年ほど前に推進協議会を立ち上げ、
4回の委員会と5回の幹事会で議論を重ね、漸く実
現したものです。折しも新型コロナウイルス感染拡
大の問題が重なり、実現も危ぶまれましたが、3回
目の緊急事態宣言が発出される直前に開催できたこ
とは幸いでした。
ご協力をいただいた、日本土地家屋調査士会連合
会様をはじめ関係機関、団体等に対し謝意を表すと
ともに、準備から運営に携われた幹事の方々に改め
て敬意を表します。

（＊）	「伊能図完成200年記念事業推進協議会」主催構
成団体（順不同）
日本土地家屋調査士会連合会、公益財団法人日
本測量調査技術協会、一般財団法人日本地図セ
ンター、公益社団法人日本測量協会、一般社団
法人全国測量設計業協会連合会、一般社団法人
地図調製技術協会、一般社団法人日本ウオーキ
ング協会、伊能忠敬研究会

伊能忠敬の測量体験
シルバコンパスで方位角の測り方の説明を受ける参加者


